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　７月21日、さいたま市「ＪＡ共済埼玉ビル」において、第26回定期委員

会を開催し、委員・傍聴含めて120名を超える仲間が結集しました。17名

の委員の発言では、「一年間のたたかいの成果と課題」「乗務員勤務制度」「車

内の安全」「ワンマン列車の検証」「担い手づくり」「18春闘をめぐる職場の現

状」「事務センター化」「ＣＢＭ」等について出され、部会・分科会としての

たたかうべき方向性を創り出しました。

　そして、これまでの

取り組みにおける課題

を克服し「安全・健康

・ゆとり・働きがい」

のある職場環境を創り

出す決意を参加者で誓

い合いました。

　心ならずも脱退せざ

るを得なかった仲間が

ＪＲ東労組に再結集で

きるよう運転士・車掌

・車技・事務・工場・

バスの６分科会が総団

結し、職場からたたか

いを創り出していくこ

とを全体で確認しまし

た。

 （運車部会発）

役員体制（三役のみ・敬称略）

会　長 岡部　広幸 東京電車線技術センター・

品川メンテナンスセンター

副会長 杉本　博輝 大宮機械技術センター

菅原静二郎 仙台建築技術センター

事務長 大場　政勝 東京変電技術センター

　
２
０
１
８
年
７
月
23
日
、
埼

玉
県
熊
谷
市
で
気
温
41
・
１
度

を
観
測
し
た
。
こ
れ
は
気
象
庁

の
観
測
史
上
、
過
去
最
高
気
温

（
41
・
０
度
）
を
５
年
ぶ
り
に

更
新
す
る
猛
暑
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
連
日
の
炎
天
下
が
続
く

中
、
７
月
19
日
、
武
蔵
野
線
越

谷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
内
で
、

日
本
電
設
工
業
の
協
力
会
社
の

見
張
員（
49
歳
）
の
方
が
、
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
に
伴
う
低
圧
ケ
ー
ブ
ル
・
防
護
管
新
設

撤
去
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
重
度
の
熱
中
症

と
な
り
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
７
月
３
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
グ
ル
ー
プ
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
「
変
革
２
０
２
７
」
を
発
表
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
将
来
の
人
口
減
少
や
自

動
運
転
技
術
の
実
用
化
な
ど
経
営
環
境
が
急

変
す
る
こ
と
を
先
取
り
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
鉄
道
を
起
点
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

か
ら
「
ヒ
ト
を
起
点
と
し
た
価
値
・
サ
ー
ビ

ス
の
創
造
」
に
転
換
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
２
０
２
７
年
頃
ま
で
グ
ル
ー
プ
一
体
で
新

た
な
成
長
戦
略
に
挑
戦
す
る
た
め
に
策
定
さ

れ
た
と
言
え
る
。

　
そ
の
中
で
は
鉄
道
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
と
事
業
展
開
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、
国
内
鉄
道
輸
送
需
要
の
減
少

が
大
き
な
要
因
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
事

業
エ
リ
ア
の
う
ち
、
東
京
圏
は
２
０
２
５
年

以
降
、
緩
や
か
に
人
口
が
減
少
し
、
東
北
地

方
は
40
年
ま
で
に
人
口
の
３
割
が
減
少
し
て

い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
更
に
「
変
革
２
０
２
７
」
に
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
が
主
役
の
社
会
を
つ
く
る
設
計
図
が
描

か
れ
て
い
る
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
に
よ
っ
て
集
積

さ
れ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
社
外
シ

ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

て
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
そ
し
て
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ
て
、
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
は
鉄
道
に
絡
ま
な
い
地
域
で
も
商
業
分
野
で
の

利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
２
０
２
７
年
度

を
目
標
と
し
て
、
首
都
圏
や
地
方
を
軸
と
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
会
社
へ
と
変
貌
を

遂
げ
て
い
く
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
営
環
境
の
急
変
を
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

と
し
て
的
確
に
捉
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
全
系
統
、
全
職
場
の
課
題
と
し
て
、
会
社
が
示

す
施
策
の
内
容
を
自
ら
の
職
場
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

将
来
の
職
場
を
創
造
し
て
い
く
事
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
職
場
に
現
れ
る
施
策
は
、「
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ

の
技
術
革
新
」「
働
き
方
改
革
」
な
ど
の
日
本
社
会

全
体
の
流
れ
の
中
で
、
会
社
の
意
思
と
し
て
「
変
革

２
０
２
７
」
が
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
現
在
、「
乗
務
員
勤
務
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
並
び
に
「
賃
金
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
」
の
提

案
を
受
け
、
本
部
は
申
４
号
を
提
出
し
、
会
社
と
の

議
論
は
佳
境
を
向
か
え
て
い
る
。
私
た
ち
は
乗
務
労

働
の
特
殊
性
を
堅
持
し
、
日
々
奮
闘
す
る
組
合
員
の

期
待
に
応
え
、
納
得
感
の
得
ら
れ
る
制
度
の
実
現
を

求
め
精
力
的
に
団
体
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
会
社
は

乗
務
員
の
将
来
像
を
「
輸
送
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
」

と
し
て
検
討
し
、
乗
務
員
の
位
置
付
け
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
対
し
て
技
術
革

新
で
対
応
す
る
こ
と
や
、
他
系
統
と
の
融
合
も
現
実

味
を
帯
び
て
き
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
鉄
道

輸
送
に
と
っ
て
大
切
な
判
断
力
が
さ
ら
に

必
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人

材
が
育
成
で
き
る
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
人
命
を
預
か
る
乗
務
員
は
、
瞬
時
の

判
断
に
躊
躇
し
責
任
を
問
わ
れ
る
場
面
に

遭
遇
す
る
と
き
が
あ
る
。
決
し
て
乗
務
労
働

は
片
手
間
で
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
本
線
乗
務
員
だ
け
で
は
な

く
「
指
導
担
当
等
」「
支
社
企
画
部
門
」「
当

務
主
務
」
の
全
員
が
お
客
さ
ま
の
命
に
責
任

を
持
ち
、
瞬
時
に
判
断
で
き
る
乗
務
員
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
職
場
か
ら
は
、
乗
務
労
働
の
特
殊
性
を

堅
持
し
て
「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働

き
が
い
」
が
確
保
で
き
る
の
か
不
安
の
声

が
聞
こ
え
て
い
る
。
本
部
は
申
４
号
の
団

体
交
渉
の
中
で
「
乗
務
員
勤
務
制
度
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
も
の
で
は
な
い
」「
こ

れ
ま
で
の
乗
務
員
勤
務
制
度
の
考
え
方
（

「
青
本
」）
は
基
本
的
に
変
わ
り
な
い
」
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、

乗
務
労
働
の
特
殊
性
を
堅
持
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
今
後
も
会
社
は
コ
ス
ト
削
減
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
や
労
務
管
理
強
化
含
め
、
次
な
る
施
策
を
矢
継

ぎ
早
に
展
開
し
て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
施
策
に
真
正
面
か

ら
向
き
合
う
事
を
前
提
に
、「
守
る
も
の
」
と
「
変

え
て
い
く
も
の
」
を
明
確
に
、
会
社
の
「
実
施
あ
り

き
」
の
硬
直
し
た
姿
勢
・
議
論
に
対
し
労
働
組
合
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
、
組
合
員
が
理
解
し
納
得
で

き
る
施
策
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

場
合
、
組
織
実
態
、
労
使
関
係
、
社
会
状
況
等
を
踏

ま
え
た
中
で
、「
反
対
」
だ
け
で
は
、
組
合
員
の
雇

用
と
利
益
、
更
に
「
安
全
、
健
康
、
ゆ
と
り
、
働
き

が
い
」
を
担
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
負
託
に
応
え
て
い
く

決
意
で
あ
る
。

　
７
月
14
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
大
会
議
室
に
て
、
44
名
の
仲

間
の
結
集
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
18
春
闘
の
総
括
や
職
場
で
の
苦
闘
の
現
実
、
組

織
再
生
に
向
け
た
闘
い
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
る
と
共
に
、
職
場

で
の
不
当
労
働
行
為
を
止
め
て
ほ
し
い
と
の
声
が
、
中
央
本
部

へ
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
保
線
関
係
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
施
策
検
証
の
問
題
」「
新
た
な
Ｃ
Ｂ
Ｍ
施

策
の
問
題
」「
今
後
、
工
務
職
場
を
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
」

な
ど
、
13
名
の
委
員
か
ら
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
工
務
職
場
は
こ
れ
ま
で
の
30
年
を
通
し
て
、
過
度
な
外
注
化

に
よ
り
職
場
で
は
技
術
・
技
能
が
失
わ
れ
、
安
全
・
健
康
・
ゆ

と
り
に
大
き
な
歪
み
が
生
じ
て
い
ま
す
。
新
た
な
施
策
を
進
め

る
に
は
過
去
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
工

務
部
会
は
先
頭
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
12
地
本
の
団
結
と
思
い
や
り
で
、
組
織
の
再
生
に

向
け
て
温
か
い
組
織
を
つ
く
る
と
共
に
、
結
集
す
る
仲
間
の
英

知
で
風
通
し
の
良
い
職
場
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
工
務
部
会
発
）

安
全・健
康・ゆ
と
り
を
担
保
し

　
技
術・技
能
を
継
承
す
る

 

職
場
を
創
造
し
よ
う
！

　７月17日、大宮ソニック市民ホールにて営業部会総会を開催し84名の組

合員が結集しました。冒頭、村田副委員長から「18春闘において約３万人

の脱退を生み出し、現実を踏まえ反省しＪＲ東労組の再生と再結集に向け

て、組合員主役の運動へ転換していく」とあいさつがありました。

　総会では12名の委員から発言をいただき、18春闘の議論を巡る職場での

苦闘やＶＴＳへの移管に関して、「要員不足や教育体制が不十分である」

と施策の問題点が出されました。

　「時間軸とスピード感」をもって進められていく効率化施策に対して、

組合員の利益を第一義として、真摯に向き合っていかなければなりませ

ん。そして、業務的課題を通じて部会運動を強化し「安全・健康・ゆとり

・働きがい」のある営業職場をこれからも創り出していきます。 

 （営業部会発）

営業部会総会
運転職場のさまざまな課題を克服し
 ＪＲ東労組の旗のもと総団結しよう！

「安全・健康・ゆとり・働きがい」のある
 営業職場をつくりだそう！

運車部会 第26回 定期委員会

工
務
部
会
総
会

役員体制（三役のみ・敬称略）

部 会 長 能登　　隆 いわて沼宮内駅

副部会長 小澤　治彦 甲府駅 立本　省三 八戸駅

平田　正広 横浜駅 冨永　成巳 新宿駅

小野　大樹 豊田駅

事 務 長 湯本　浩二 尾久駅

会社の将来を見据え「安全・健康・ゆとり・働きがい」
 のある職場を私たちの手で創り上げよう！

役員体制（三役のみ・敬称略）

部 会 長 佐藤　一雄 横浜運輸区

副部会長 奈良　一昭 豊田車両センター

副部会長 千葉　克純 大田運輸区

副部会長 工藤　　厚 盛岡新幹線運輸区

副部会長 浜田　浩一 八王子運輸区

副部会長 關谷　浩之 宇都宮運転所

事 務 長 伊藤千恵蔵 盛岡新幹線運輸区


